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く
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
氏
名
ロ
ー

マ
字
表
記
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
改
修	

２
１
６
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
お
け
る
氏
名
の
ロ
ー
マ
字

表
記
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。

蓄
電
池
設
置
助
成
の
申
請
が
増
加

蓄
電
池
設
置
助
成
事
業	

50
万
円

　

蓄
電
池
設
置
助
成
の
申
請
が
増
加
し
た
た
め
、
助
成

金
50
万
円
を
追
加
。

子
育
て
・
福
祉

授
乳
ボ
ッ
ク
ス
等
を
整
備

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
事
業	

87
万
円

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
、
授
乳

ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
す
る
ほ
か
必
要
な
備
品
等
を
整
備
。

低
所
得
世
帯
に
給
付
金
を
支
給（
臨
時
会
）

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
給
付
事
業

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
５
３
万
円

　

物
価
高
騰
へ
の
支
援
と
し
て
、
個
人
住
民
税
の
均
等

割
の
み
が
課
税
さ
れ
る
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
の
給
付
を
行
う
ほ
か
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
及

び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
の
18
歳
以
下
の
児
童

に
つ
い
て
、
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
を
加
算
給
付
。

ま
ち
づ
く
り

上
之
手
桜
並
木
20
本
を
伐
採

道
路
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

50
万
円

　

樹
木
の
立
ち
枯
れ
に
よ
る
倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
南
の
桜
並
木
の
一
部
を
伐
採
。

板
井
親
水
公
園
の
木
製
ベ
ン
チ
を
修
繕

公
園
緑
地
管
理
事
業	

　
　
　
　
　
　
　
　
41
万
円

　

板
井
親
水
公
園
の
老
朽
化
し
た
木
製
ベ
ン
チ
を
修
繕
。

施
設
管
理

指
定
管
理
費
委
託
料
を
追
加

北
部
公
園
指
定
管
理
費
委
託
料
　
　
　
　
１
８
０
万
円

海
洋
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
費
委
託
料
　
　
３
４
０
万
円

　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
大
幅
な
赤
字
が
生
じ
る
た

め
、
指
定
管
理
費
委
託
料
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
。　

　
　ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
年
次
整
備
工
事

の
変
更
契
約
（
臨
時
会
）

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
製
造
工
場
が
被
災
し
、
納
品

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
部
材
の
一
部
を
変
更
。

　

契
約
金
額　

７
５
５
０
万
円
（
２
３
５
万
円
増
額
）

条
例
の
整
備

犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
　
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
再
建
に
向
け
相
談
窓

口
を
設
置
。
経
済
的
負
担
軽
減
や
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
総
合
的
な
支
援
を
実
施
。

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
同
意
（
賛
成
全
員
）

　
髙た

か
い井

弘ひ
ろ
ひ
と仁

さ
ん
（
上
福
島
）
新
任

　

任
期　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

補正予算
子育て・福祉・
まちづくり等…

町民のために

歴
史
・
文
化

町
重
要
文
化
財
「
嚮

き
ょ
う
ぎ
ど
う

義
堂
」（
※
）	

１
０
０
３
万
円

問	

改
修
工
事
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
︒
屋
根

や
壁
︑
塀
も
直
す
の
か
︒

答	

屋
根
瓦
の
改
修
を
行
う
ほ
か
、
野
地
板
、
梁
も

劣
化
し
て
い
る
た
め
改
修
を
行
う
。
貴
重
な
文
化

財
で
あ
る
た
め
、
傷
ん
で
い
る
箇
所
を
改
修
す
る

予
定
で
あ
り
、
土
台
の
柱
を
交
換
す
る
ほ
か
、
耐

震
補
強
も
計
画
し
て
い
る
。

く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

移
住
支
援
事
業
（
総
合
戦
略
）	４

８
３
万
円

問	

移
住
支
援
事
業
に
お
け
る
新
年
度
の
見
込
み

と
昨
年
度
の
実
績
は
︒

答	

移
住
支
援
金
の
対
象
は
、
東
京
23
区
に
勤
務
し
、

東
京
圏
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
玉
村
町
に
移
住
し
、

県
内
で
起
業
ま
た
は
県
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
で
の

就
業
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
厳
し
い
要
件
が
あ
る
。
新
年
度
の
事

業
費
は
ほ
ぼ
同
額
だ
が
、
昨
年
度
の
実
績
は
、
夫

婦
と
子
供
一
人
の
家
族
で
テ
レ
ワ
ー
ク
、
夫
婦
と

子
供
５
人（
加
算
あ
り
）の
家
族
で
テ
レ
ワ
ー
ク
、

新
婚
の
夫
婦
の
合
計
、
３
世
帯
12
人
（
大
人
６
人・

子
供
６
人
）
の
移
住
が
あ
っ
た
。

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
奨
励
事
業	

７
９
９
９
万
円

問	
約
６
５
０
０
万
円
の
業
務
委
託
料
は
何
か
︒
運

営
経
費
や
謝
礼
を
差
し
引
い
て
黒
字
は
ど
れ
く
ら

い
の
額
か
︒

答	

業
務
委
託
料
は
返
礼
品
代
の
ほ
か
、
４
つ
の
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
に
案
内
を
掲
載
す
る
た
め
の

委
託
料
で
あ
る
。
諸
経
費
や
謝
礼
等
を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
玉
村
町
民
の
他
市
町
村
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
控
除
額
を
差
し
引
く
と
、
令
和
４
年
度
で
は
約

３
０
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
令
和
５
年
度

分
の
集
計
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業	　

１
９
３
万
円

問	

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
の
内
容
は
︒

答	

窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
や
メ
ル
た
ま
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
支
援
事
業	

81
万
円

問	

犯
罪
被
害
者
支
援
事
業
の
予
算
の
内
容
は
︒

答	

見
舞
金
と
し
て
、
犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
30
万
円
、
全
治
一
か
月
以

上
と
診
断
さ
れ
る
ケ
ガ
で
の
療
養
、
ま
た
は
心
身

喪
失
と
診
断
さ
れ
た
と
き
に
10
万
円
を
支
給
す
る
。

　
ま
た
、
被
害
者•

遺
族
の
方
の
日
常
生
活
助
成

金
と
し
て
は
、
弁
護
士
相
談
費
用
や
弁
護
士
に
依

頼
す
る
場
合
の
着
手
金
、
子
供
を
一
時
的
に
預
け

る
一
時
保
育
料
、
ま
た
は
移
転
す
る
必
要
が
生
じ

た
と
き
の
初
期
費
用
の
一
部
を
補
助
し
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

空
き
家
除
却
補
助
事
業	

５
０
０
万
円

問	

空
き
家
除
却
補
助
事
業
の
補
助
金
は
10
件
分

と
い
う
こ
と
か
︒

答	

空
き
家
の
除
却
補
助
は
工
事
費
の
２
分
の
１
で

上
限
50
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
10
件
分
を
見
込
ん

で
い
る
。令
和
５
年
度
は
当
初
予
算
が
８
件
分
だ
っ

た
が
、
13
件
の
応
募
が
あ
り
、
５
件
分
は
補
正
予

算
で
対
応
し
た
。
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保存・改修工事を始める嚮義堂（上樋越）

※嚮
きょうぎどう
義堂…江戸時代に伊勢崎藩領の郷校として
始まり、大正時代末まで使用された教育施設。
現在の建物は明治時代に再建されもの。


